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事業概要事業概要事業概要事業概要

一般社団法人チカクについて｜2012.8.28

2008年12月26日法人設立

チカクは2008 年末に閉園した

チボリのイベント、広報宣伝、

ゲストサービス、文化事業部門

などで働いた経験を持つ女性が

閉園直前に立ち上げた

非営利型の一般社団法人です。
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チボリの「公益性」を継承

多額の公的資金が入った

第３セクターのテーマパークの

いわゆる「公益性」のソフト部分を

動かしてきた経験を生かして

子どもたちの豊かな未来を

育むための事業を行っています。
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一隅を照らす

志を忘れず

時の最善を求めて

行動する

経営理念

チカクの子育て支援事業チカクの子育て支援事業チカクの子育て支援事業チカクの子育て支援事業

子どもたちの豊かな未来のために
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� 公的な子育て支援がない２-３

歳児に有効な子育て支援

� 在宅で子育て中の親のニーズと、

同じ環境の保育士の新しい働き

方というニーズが一致

� 多彩な子育て支援事業が可能

� 自立し継続可能な事業モデル

ようちえんごっこプチパレット

◇子育て支援

◇女性の就労支援

◇地域の活性化
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� 企業の社会的貢献活動を補完

� 幼児向け防災体験プログラム

� 子どもの防災教育に関する情報発信

� 防災をキーワードしたイベントの企画運営

� 避難三原則は日本の風土の中で生きるため

の“知恵”である…災害のない岡山でも必要

� 想定（マニュアル）にとらわれない

� 状況下において最善を尽くす（あきらめない）

� 率先避難者となる（自ら動く）

チカクの防災教育プログラム
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◇日常に潜む危険を知り安全を意識する力。

◇状況を適切に判断し自らを守る行動力。

◇命の大切さや重みを感じる「心」を育み、

自分の命は自分で守るという意識。

ひとりひとりの

生きる“チカラ”と

その“こころ”を

育むために
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ミュージカル「ハンスの冒険」

倉敷発オリジナルミュージカル⇒ 2011年復活公演の成功

キャラクター製作、大型紙芝居など多様な公演形態の提案
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子育て支援イベント

子どもたちだけでなく、親子三代で

笑顔あふれ楽しめるイベント・講演
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夏休み★宿題応援団

町の匠やアーティストに学ぶ、本格

的なモノづくりの講座。小さな子ど

もからお年寄りまで一緒に学びます。

アラフォーママの子育て広場
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ベビーマッサージ Cafe

生後２カ月~はいはい迄

の赤ちゃんと一緒に

子育て支援者向け講習会

これからの日本で生きていく子どもたちを育むために

外部講師を招いた「子育て支援者」向けの講習会を開催
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子どものための芸術鑑賞会

鑑賞団体の解散などによって、鑑賞機会の減った

倉敷の子どもたちのための芸術鑑賞会

小さな植樹祭小さな植樹祭小さな植樹祭小さな植樹祭 ～子どもたちと一緒に育つ森の木～

緑の募金公募事業の助成を受け、倉敷市内の公園や、西

粟倉森の学校などへ、森の木を植樹しました。
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＜GREEN DAYS COLLEGE｜地域と絆＞

町の匠とアーティストに学ぶモノづくり

日時｜ 2012年8月４日（金）～８日（火） 場所｜ 壽会館（倉敷市寿町）

概要｜ GREENDAYS COLLEGEのプログラムとして、８月４日から８日まで地

域の公民館で、地元のアーティストを迎えて開催。倉敷市を中心に県内各地

から、５日間で６０組（約200名）の家族が訪れ、１１０作品を制作。

内容｜ 少しむずかしいステンドグラスや、県内産の間伐端材を使った木工、珍しい多肉植物のタブローなどを、子どもた

ちの祖父・祖母にあたる年代の講師から丁寧に手ほどきを受け、１時間から２時間をかけて、集中して作り上げていく。この

講座は、夏のひととき、町中の三世代の交流の場となっていて「来年はこれを作る」といって帰る親子の姿も見られました。

＜GREEN DAYS COLLEGE｜地域と絆＞

水の力と地域の力をゲーム感覚で学ぶ

日時｜ 2012年8月19日（日）10:00～12:00 場所｜ 倉敷環境学習センター

概要｜ GREENDAYS COLLEGEのプログラムとして倉敷市環境学習センターのご協力を頂いて、プロジェクトWETのワーク

ショップを開催、５家族１２人の参加者と一緒に、水の性質と、災害時の地域の役割について学びました。

内容｜ チーム毎に『凝着』『凝集』という水の性質を使ってゲームをしたり、サイコロの目にでた言葉を使って自分自身が水

になった物語を創作したり…。最後のアクティビティ「8人はひとりのために、ひとりは8人のために」では、『自助・共助・公助』

という言葉とともに、災害が起こった際の地域の人々の役割を、子どもたち一人ひとりが担うことになったと想定して、進めま

した。少し難しい内容でしたが、新しく出会った難しい言葉の意味を自分たちで家に帰って調べることを提案しています。


